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第75回例会昭和59年2月7日（火）雪
へ

◇“渦･が代” “我等の生業”

◇出席報告

会員52名出}ﾙ『 43塔
出席率82.69％

◇前回 1月311-1 (修正出席率) 100%

makeup

"I I"(2/2瑞穂),加藤(火)"(2/.11､W), }"l);

‐~ﾊﾞ(2/2瑞穂)，松藤訓･(1/31f.ltlfi),松111トハ･(2/

1燗)， 4<野（慨） ．:ﾊﾞ （2/4守ll 1),成I I I 11･(2/1

南)，新美71. (2/4':): l l l).樅野TW(2/4'､]: l l l),

子脇君(2/43: ll l),鵬飼澗.(2/4守III)

◇ビジター紹介2台

◇誕生日祝福

加膝(火)夫人(2/1)，閥川君(2/12）

◇ニコボックス

成ll1 ~調･ (*l lバッジを忘れまして),松藤洲
（先[1 1!!!1IIIけ火IIiVしました), '&:〃海l. ( !$とろ

いことやつとるな”10万部突破しました， ま
たI]経に城りました). jal;I;"(ホームクラブ

欠聴しましたので)，水野(賀),閏.(ホームクラ

ブ述統欠席しました)，加膝(火)ハ．(火人誕ノト

ルl), 1ﾉq川洲.(誕ﾉk祝),鈴木(M)>{_l･(紬蛎1氾念

M), jili江イド(#,'i!W!i【』念祝）

◇三輪幹事報告

1. *1 1例会終j'陵， ロータリー'lif報委ji"

より荷人公uのﾉﾉ々にお話しがありますので

出朧の方は2F橘の間にお柴り卜．さい。
2． 第258地I>〈東京武蔵野RCの認証状低迷

式(S59.3/29)の鴬内が届いております。参

加希蝋者は.I＃務II:jまでお} |･'し出卜．さい。

3. 1 1IM(1/31)HI!@I『役li会の州告を1.l1しあ
げます。

（1,擶人会山峡補者1潟を朧業分撒・会ii進考
委員会に拠出いたしました←

②加藤保一芸渦., l l l l:､l･誠二苔の退会を承認いた
し室した旬

③nliクラブ膿弔規定が設定されました。
◇ポールハリスフェロー記念メダル授与

林津三ハ．，笹野義春譜．

◇竹内会長挨拶

水[1は19年ぶりの大雪にも拘らず，無事例

会がllllかれることを幸いと思います。しかも
イボもllll近でしょう。 4月の花兄を兼ねた川奈
のゴルフ懇親会も是非お出かけ砿きたいもの
です。

さて， ’|噌根総剛火|弧は『紺'『臨調』の考

えﾉﾉ･を発想しその手続きをノド剛公から研究し

たいと発表しました。新しい学校制度が発足

して略30ｲﾄ。善きにつIナ懇しきにつけ今一度
独Itlに発想してみるというのも大変に結構で
はないかと思います。

n&代にﾉkきるものの.Lit務として噸わくば

j2111t,肥の1 1本の低迷は戦後30ｲﾄ間の教青荒

）だの賜Iと言われぬ様形式ばかりでなく内容
の充火が求められましょう。前々から申し上

げてます様にKnowledge(知識）ばかりで

なくWisdom(英知）への配1世が- |-分になさ

オLる梯願うものです。
さてl l l ' | 'jCi:1.ｲ;l.lが訪II'されて~,u光石火|-I ! |】

のI｣<|交をl ij樹立されたのは確か1972年秋であ
った様に記憶しています。人氏大会蝋での徹

カンペイ

迎奥で， ‐乾杯』といって澗杯を交換する有

様や肘i:1.l;l l自ら箸でテーブルの御馳走をとり

分けたりの仕草が今も印象に残っておりま
す。

その3ｲ|晶後，国交こそ1m1役したものの民間
の交流は殆んどなかった噸即ち1975年の蕪か
ら約10IIIMIran(イラン）旅行の機会に恵ま
れました。帰国時， イラン航空に乗ったのは

明けて197641il月11日でした。たった10日間
でしたがlltの中どうなったかいなと久しぶり

に新旧1をみますと何と巾鬮のNo.2「周恩来

1月81~1逝去」とあるではありませんか。機

へ
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さえよく分からないのです。ただ47年1jj24

日．偶然充児されるまでの私の生活をサバイ
バルと言われるなら，そんなものかと思う程
度です。私にとっては、 生きる為に，あらゆ

る苫労を乗り越えなくてはならなかった。そ
れだ!ナのji:だったのです。しかし．今振り返
って兄ると． ノ|;まれたlllfより．私はサバイバ

ルという道を歩かなければならない迩命にあ
ったのではないかと， この道を通る為の1〔水
がすでに生まれた時から盤われていたと思う
のです。
私!ま今の子供のように，蝶よ花よと育てら

れたのではありません。子供の頃より．色々
な逆境の!l'.堪えて忍ぶという．人生の離水

を経験として学んで来ました。
今の]呈供にグフ･ムでの生活をしろと言えば

出来ないでしょう。何故なら，親が出来ない
からです。戦後私達は，難儀，苦労の[1･!生き

て来たので，子供だけにはと，過保謎に育て

られた方々が丁度今，親になって子供を育て

ているからです。私は思うのですが， ［|分達

が恥えてﾉ|さて米たのなら, f供にもそれを

陸授して行くのが，親の迫ではないでしょ

か。近ｲﾄ, ftffIMN!淵がどうのとか, ja･供の教

行問題など． ‘活題になっておりますが．本､11

ば子供ではなく， もう一・度親から教行をやり

直さなくてば駄1_1だと思うのです。

風斐急を告げるというのか．私がやっと身

にi､l･けた服のl l:立てを始めた頃戦争となり，

内:んでグフ･ムヘ殺さオﾚに行きました。しかし．

、|'きい猟に》'↑たらず、 28年間生きて来ました。

そして逆と|rill＃に，私を!j:って来たのは子|1l;

の唖からの色々な経験があったからだと魁う

のです。身をもって1¥た絲験とその応剛で，

例えば， ！#物、外敵より身を↓､]:ってこれたの

です。そして． もう ~つ私を支えたのは、絲

神力だったと思います。肉体的には色々異状

があったのですが．人間、気が張っていれ

ば． 多少のjfは乗り切れると忠うのです~私

ば．雌後まで′|:きるI;:に対して気力を失なｵ）

なかった結果．州IKI III来ました。よくハ1}って

来たと卜li:んで下さる人もあれば，私の兄の肉

を食べて'kきていたんだろうと罵る人もあり

ます。 'iきてl1,l･って典かつたのか悪かったの

か， ノトでもil＃々悩む1$もあります。

呪代，サバイバル，サバイバルと‘制)れま

すが．いつのlltも、 どこでも、やる気になオL

ぱ何でもIII来ると思うし． また，甘える心が

あって!ま． 何をしても駄I Iだと言えると思い

ます． （文童。隔水）

◇次回例会（2ノjl4II)

講波 “芝l,'iあれこオL,，

女優たかくしげこさん

‘細介谷'1ハ･)

◇次々回例会（2ﾉ12111)

FSMの為, ;IW油はございません㈹

' | 1 IJII I!間とこの話でもちきりでしたその繭

俊私此の飛行磯は給油のため暁の北射〔''腱港に

鞠陸したのでした。朝日に映える窄港ば全く

緋かで窓からはTVでみた例の「EI: l,'i';ﾉｧ才」

の石板が朱色も鮮やかに眺められました。

リ斯くするとカーキ色の制服をきた兵｜ ~が数

紺パスポー|､の点検のため機' '1に入ってきま

した。その'+'に背のスラリとしたl',:い久紅術

兵がいました。同じツアーのOさんが彼女に

「周総理がお亡くなりになって心からお悔み

IIIし上げます」 -これから仲よしになろうと

いう11$に大変残念ですjと言われますと．彌

く間をおいて何と彼女の人きな||暇からﾉ<粒の

砿がハラハラと然ちるではありませんか大

変だ人変だと我々は言いながら内‘-､ば「又llt

界が変るゾ」位の興味半分でしたが． ひとし

ずくのh1両ﾀﾘな涙を見た途端一|則ﾉ澗然として沈

黙の外ありませんでした。ルil総|'1!のﾀﾋが' | ! IKI

にとって又'|'|上|の人々にとって’l l l' 'l嫌なIRIMt

があったのかを虹間見る思いがしてllml･Iたれ

ました。

私， この極の~涙一に会った.I＃がありませ

ん。 ノドの私ばそれは‐‘と』を同じでするもの

が疑いなく同志を失った或は‘ふか此〈ための

脂導脅を失った波だったんだと解帆していま

すヒヨッとすると攻戦IIザに1 1本人の流した

汲とIIj衝だったのかも知れません政治の制

庇の｣&の怒しは私には解りませんが只/i､のl l

水にこの紅術兵の波を流せる」・次の1111･らぬli:

だけは碓かでし.きう。

この伽ul教育と環境の然らしむる処. ､ ~…~

とでも'|'せましkう･今のI I水に雌もi川題と

なるもの．それは「感動なきﾄ|会」 「‘となき

ド|会」 ｰ拝金主疑の社会」というli:ではない

でし人うか。穀行臨調に擶手を瀧げて院,態を
炎する所以であります‐

◇講演

“グフ~ムI;628年のサバイバル'|;W"

'ki,¥,i'ﾄ諭家横井庄一氏

（紹介加滕(人）肺）

一二

へ

蝋
AI}'1《|して12年，私自身，サバイバルの怠味
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